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はじめに
 
 
 
東日本大震災は二〇一一年三月一一日に発生している。本プロジェクト論文報
告書の前号にあたる、人文社会科学研究科研究プロジェクト報告集第二一三集、池田忍編 『身体／表象―通文化史的研究―』 が刊行されたのはその直前であった。
  
池田忍先生のご指導を得ながら編者が二〇一 年度から二〇一二年度におけ
るプロジェクト研究の主題に定めたのは「空間と表象」であり、身体にとどまらずより大きな枠組み なかで表象をとらえようとする試みといえるであろう。その災厄の甚 さに比べればまことにわずかな営為に過ぎないものの、この主題を設定したそ 背後に、人間や動物のみなら 建物、風景、そしてそこに育まれていた長い営みの記憶まで存在していた空間か すべてを強引に奪い去る震災の大きな体験があったことはいうまでも い。
 
本プロジェクトをはじめるにあたって編者が想定したテーマには以下のもの
がある。
 
一）
 
都市空間全体の表象、壁画や油彩など絵画作品から写真や映画など映像表現にいたる、時代および地域による、空間全体の表象の共通点と相違点
 
二）
 
絵巻など連続画面表現における建築および風景の空間描写に見られる特徴
 
三）
 
建築における男性および女性に充てられた空間の特性および室内にそ
 
   れぞれ飾られた家具調度の特色の検討
 
 
四）
 
 
絵画空間の特定の場所を占める人物像の意味内容、あるいは絵画空
 
          間のなかに描き込まれる「画中画」における空間表現の特質
 
 
五）
 
  一冊の書物を構築する表象空間の特色
 
 このようなテーマを念頭において、 西洋および日本に対象を限定せず個々の
事例を共同で検討し分析をおこないながら、イメージ表現における、空間と表象がになう 通の問題点をあきらかにし、 それらの成果を個々の参加者の個別研究に反映させることを目指した。 またプロジェクト研究は博士後期課程在学生および修了生を対象にしているものの、 今回は博士課程前期課程学生にも積極的な参加をあおぎ、 プロジェクトの実施期間も前期課程の在学 間にあわせて設定している。 この点ではとりわけ池田先生のご配慮があったことを強調したい。 二〇一三年一月には修士論文を提出 た前期課程の学生を中心に報告集の最終段階の草稿をもと 発表 おこない、 参加者で議論する会合 もつことができた。
 
本報告書にはあわせて一四編の論考が掲載されている。 残念ながら今回は論
考を寄せるにい らなかった参加者もおられ 当初想定したテーマとは当然がら変更があ 。あくまで筆者の見方であるものの、 報告集に寄せ れた
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論考はおそらく次の五つに大別できるのではないだろうか。
 
一）
 一四、一六世紀日本における武士という特定の階層を扱った須賀論文、一七世紀イタリアの女性支配者の居室装飾を論じた太田智子論文、そして同時期の貧者像を対象に考察をおこなった新保 文。これら東西の中近世という共通の時間軸のなかで支配層と庶民というそれぞれ異なる社会的な存在がどのように表象されたかという課題を扱った論文。
 
二）
 一一―一二世紀ノルマン王 統治 シチリアでそれ以前流布していたイスラム文化を象徴するがゆえに一度破壊されながら後に復元され「庭園」の問題を論じた藤田論文 そして、シチリア王フリードリッヒ二世 （在位 九七―一二五〇） に献呈された書物などに注目しながら、人体の外見上の特徴などを考究する「観相学」が同じくイスラム文化の多大な影響をうけた占星術とあわせて北イタリアの公共建築などの視覚表象にあたえた具体的な影響を考察する黒田論文。これら東西の文化交流がもたらす多様な表象を考究した論考。
 
三）
 一九世紀フランスは近代都市パリでスキャンダルとなったマネが描く油彩作品《オランピア》に注目し、その理由を考察し 木 九三〇年代の日本における公的な建築設計競技に関わる問題点を論じた飛田論文、そして母子像や少女像でいまなお高い人気 博す「いわさきちひろ現象」を論じた宮下論文。これらの論考は異 った対象 扱 ながら芸術作品にともなう言説に着目し、加えて実作品との齟齬、あるいは未完に終わった「紙上の 」を分析した点で共通 て る。
 
四）
 明治維新から敗戦までの近代 いて 教育 「国語」そして「修
身」でそれぞれ目指された女性像と当時の女性たちが熱狂した少女小説の女性像との隔壁を指摘した吉田論文、日本占領期に連合国総司令部が推進した文化政策で援用された教育映画における女性像の変遷を論じた身崎論文、そして現代チェコを代表する 像作家が表現する女性身体イメージとフェミニズム・アートとの結節点を考察した儀間論文。これら文字と映像 が喚起する女性像の確立と変貌を論じた論考である。
 
五）
 これに、一六世紀イタリアはローマで盛名をはせ ラファエッロ工房のなかでラファエッロとそ 弟子ジュリオ・ロマーノが制作し 聖家族表象を扱った上村論文、日本における一四世紀の祈りとその効果 ちなむ表象を扱った池田論文、そしてイタリアのファシズム期に、時代の要請に応える表象を紡いだ画家ドットーリの画業を紹介する太田岳人論文。これら美術作品の機能や制作現場の実際を扱った論考が加わっている。
 
  もちろんこの分類は私見によるものであり、またこれらの区分を越えて、ひと
つひとつの論文がほかの論考とあわせて読まれることでさらに多義的なメッセージを放つことができれば編者としてこれ以上の幸いはない。
 
 なお本論考の編集は太田岳人さんを中心 、須賀隆章さん 太田智子さんの尽
力によっておこなわれた。ここに記して御三方に感謝の念を表します。
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